
東
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野
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と
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

東
吉

野
ま

る
ご

と
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

４
年

ぶ
り

の
通

常
開

催
と

な
り

、
文

化
発

表
会

や
文

化
展

覧
会

、
農

林
４

年
ぶ

り
の

通
常

開
催

と
な

り
、

文
化

発
表

会
や

文
化

展
覧

会
、

農
林

産
物

品
評

会
、健

康
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、そ
の

他
模

擬
店

等
各

コ
ー

ナ
ー

産
物

品
評

会
、健

康
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

、そ
の

他
模

擬
店

等
各

コ
ー

ナ
ー

な
ど

が
設

置
さ

れ
、

多
く

の
方

に
来

場
し

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
な

ど
が

設
置

さ
れ

、
多

く
の

方
に

来
場

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

広　報
ひ
が
し
よ
し
の

2
0
2
3

（
令
和
５
年
）
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地域おこし協力隊コーナー 東吉野中学校　音楽部

デ・オッシ

堺市の特産品や刃物の販売及び
堺市都市緑化センターコーナー

大正琴（楓）

健康チェックコーナー ひらひら人形劇場

模擬店会場の様子 カーニバルズ刈谷市コーナー

大正琴（スウィートマミー）

農林産物即売会 大道芸人う～ちゃん

天誅組コーナー ３Ｂ体操（東吉野教室）

文化展覧会 コーラスグループ「響」

　

11
月
18
日
と
19
日
の
２
日
間
、
村
運
動
公
園
で
、「
東
吉
野

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
水
本
村
長
、
厚
生
建
設
経
済
委
員
長
の
丸
井

議
員
の
挨
拶
の
あ
と
、
農
林
産
物
品
評
会
表
彰
式
を
行
い
、

優
秀
な
産
物
を
育
て
ら
れ
た
入
賞
者
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

ま
る
ご
と
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
村
の
農
林
産
物
の
振

興
を
図
る
農
林
産
物
品
評
会
や
村
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
芸
術

に
対
す
る
創
作
意
欲
を
高
め
る
文
化
展
覧
会
、
健
康
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
目
的
と
す
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
大

正
琴
・
コ
ー
ラ
ス
・
３
Ｂ
体
操
等
多
く
の
住
民
グ
ル
ー
プ
の

方
々
の
協
力
に
よ
る
文
化
発
表
会
、
屋
外
で
は
村
民
有
志
の

模
擬
店
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
が
一
堂
に
集
結
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
特
別
出
演
と
し
て
、「
ひ
ら
ひ
ら
人
形
劇
場
」
に

よ
る
人
形
劇
、「
大
道
芸
人
う
～
ち
ゃ
ん
」
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、「
デ
・
オ
ッ
シ
」・「
カ
ー
ニ
バ
ル
ズ
」
に

よ
る
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

【
農
林
産
物
品
評
会
】

　

今
年
は
２
０
６
点
の
出
品
が
あ
り
、
品
評
会
展
示
場
に
は
、

皆
さ
ん
が
丹
精
こ
め
て
育
て
ら
れ
た
柚
や
白
菜
、
長
大
根
等

が
勢
揃
い
し
ま
し
た
。

　

出
品
物
は
19
日
に
即
売
さ
れ
、
即
売
会
の
売
上
金
は
、
善

意
銀
行
に
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

農
林
産
物
品
評
会
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
　
賞

奈
良
県
知
事
賞　

柚
子	

大
字
中
黒	

大
丸　

結
佳

奈
良
県
農
業
会
議
会
長
賞

里
芋	

大
字
小	

福
田　

耕
治

東
吉
野
村
長
賞

大
根	

大
字
木
津	

山
口　

英
明

優
秀
賞

奈
良
県
南
部
農
林
振
興
事
務
所
長
賞

ピ
ー
マ
ン	

大
字
小
川	

東　
　

正
人

五
條
吉
野
農
業
推
進
協
議
会
長
賞

柚
子	

大
字
木
津
川	

烏
帽
子
輝
典

奈
良
県
農
業
共
済
組
合
長
理
事
賞

玉
ね
ぎ	

大
字
小	

西
平　

雅
子

奈
良
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事
理
事
長
賞

さ
つ
ま
い
も	

大
字
伊
豆
尾	

中
尾
智
惠
子

東
吉
野
村
議
会
議
長
賞

白
菜	

大
字
伊
豆
尾	

西　

冨
美
枝

東
吉
野
村
農
業
委
員
会
長
賞

キ
ウ
イ	

大
字
三
尾	

弓
塲　

定
義

吉
野
地
方
農
業
委
員
会
協
議
会
長
賞

カ
ブ	

大
字
萩
原	

東　
　

正
夫

吉
野
地
区
営
農
連
絡
協
議
会
長
賞

丸
大
根	

大
字
三
尾	

岩
本　

民
代

特
別
賞

柚
子	

大
字
鷲
家	

木
津　

源
八

入
選

あ
ず
き	

大
字
平
野	

久
保　

吉
夫

玉
ね
ぎ	

大
字
小	

南　

キ
ミ
子

キ
ャ
ベ
ツ	

大
字
小	

小
西　

和
子

じ
ゃ
が
い
も	

大
字
三
尾	

今
西　

信
子

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー	

大
字
鷲
家	

梅
本　

文
生

柚
子	

大
字
鷲
家	

植
平
千
鶴
代

茶	

大
字
中
黒	

大
丸　

洋
子

　【
文
化
展
覧
会
】

　

今
年
の
展
覧
会
に
は
、
華
道
の
部
５
点
、
写
真
の
部
14
点
、

書
道
の
部
13
点
、
絵
画
の
部
13
点
、
陶
芸
の
部
36
点
、
園
芸

の
部
３
点
、
工
芸
の
部
29
点
、
文
芸
の
部
３
点
の
展
示
が
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、各
い
き
が
い
講
座
よ
り
、俳
句
教
室
11
名
、

工
芸
教
室
12
名
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
９
名
、
粘
土
細
工
教

室
10
名
、
写
真
教
室
８
名
の
生
徒
の
方
と
特
別
展
示
と
し
て

各
講
師
の
方
々
の
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
指
定
無
形
文
化
財
保
持
者
刀
匠
河
内
國
平
氏
に

刀
、
岩
本
民
代
さ
ん
に
華
道
、
宮
崎
成
子
さ
ん
に
創
作
人
形

の
特
別
展
示
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
】

　
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
血
管
年
齢
、
骨
密
度

等
の
測
定
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
に
出
さ
れ
た
結
果
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
臨
床
心
理
士
に
よ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
会
場
で
は
、
鮎
の
塩
焼
き
、
串
こ
ん
に
ゃ
く
、

よ
も
ぎ
餅
、
お
抹
茶
、
和
菓
子
、
た
こ
焼
き
、
ス
パ
イ
ス
カ

レ
ー
、
ゆ
ず
杏
仁
豆
腐
、
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
、
う
ど
ん
、
そ
ば

等
の
模
擬
店
や
花
苗
販
売
等
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
天
誅

組
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ー
ナ
ー
、
Ｊ
A
Ｆ

に
よ
る
子
ど
も
安
全
免
許
証
発
行
コ
ー
ナ
ー
、
粘
土
細
工
教

室
、
工
芸
教
室
、
東
吉
野
中
学
校
環
境
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
展

示
コ
ー
ナ
ー
、
観
光
協
定
を
結
ん
だ
松
阪
市
に
よ
る
特
産
品

販
売
コ
ー
ナ
ー
、
友
好
都
市
堺
市
か
ら
刃
物
や
特
産
品
の
即

売
と
刃
物
研
ぎ
と
、
堺
市
都
市
緑
化
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
ナ
ー
、

ゆ
か
り
の
ま
ち
友
好
市
町
村
刈
谷
市
か
ら
は
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
か
つ
な
り
く
ん
」
の
缶
バ
ッ
チ
作
成
体
験

コ
ー
ナ
ー
も
開
か
れ
ま
し
た
。

東吉野まるごと フェスティバル
広 報 ひ がしよし の 令和５年12月１日広 報 ひ がしよし の令和５年12月１日
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水本村長挨拶

五條Jr.バンド〜奏〜による演奏

岡本彰夫氏による講演

パネルディスカッションの様子

パネルディスカッションの様子 天忠組市町村連携協議会会長 水本実村長挨拶

対談の様子 天誅踊披露

　

11
月
４
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
天
誅
組
大
和
義
挙
１
６
０
年
記
念
事
業
第
２
回
講

演
会
と
し
て
講
演
及
び
対
談
が
行
わ
れ
、
村
内
外
か
ら
約
１
７
０
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

水
本
村
長
の
挨
拶
の
後
、
五
條
Jr
．
バ
ン
ド
～
奏
～
に
よ
る
天
誅
組
の
歌
の
演
奏

等
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
「
天
誅
組
と
私
」
と
題
し
、
講
師
に
奈
良
県
立
大
学
客
員

教
授
の
岡
本
彰
夫
氏
を
迎
え
、
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
次
に
、
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
桑
原
征
平
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

元
東
吉
野
村
教
育
長
の

阪
本
基
義
氏
、
天
誅

（
忠
）
組
記
念
館
館
長

の
草
村
克
彦
氏
、
東
吉

野
村
天
誅
組
顕
彰
会
会

長
の
桝
本
君
孝
氏
を
加

え
た
、
５
人
に
よ
る
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん

は
、
熱
心
に
講
座
を
聴

き
天
誅
組
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
村
住
民
ホ
ー
ル

前
で
は
、
天
誅
組
に
関

す
る
書
籍
や
、
五
條
市

の
富
有
柿
が
販
売
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
28
日
に
五
條
市
、
安
堵
町
、
十
津
川
村
、
東
吉
野
村
の
四
市
町
村
で
組
織
し

て
い
ま
す
天
忠
組
市
町
村
連
携
協
議
会
が
、
天
忠
組
義
挙
１
６
０
年
を
記
念
し
て
、

「
天
忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
和
」
の
連
続
講
座
第
３
弾
を
天
理
市
に
あ
る
、
な
ら
歴

史
芸
術
文
化
村
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
約
１
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。　

　

今
回
は
「
天
忠
組
を
伝
え
る
」
と
題
し
、
踊
り
手
を
五
條
市
職
員
、
音
頭
を
大
和

の
郷
土
芸
能
実
践
研
究
科
の
小
関
吉
浩
氏
に
よ
る
「
天
誅
踊
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
奈
良
女
子
大
学
教
授
の
武
藤
康
弘
氏
に
よ
る
「
奥
吉
野
の
天
誅
踊
」
に
つ

い
て
の
基
調
講
演
を
行
い
、
そ
の
後
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
奈
良
県
立
大
学
客
員

教
授
の
岡
本
彰
夫
氏
を
、
パ

ネ
ラ
ー
に
奈
良
女
子
大
学
教

授
の
武
藤
康
弘
氏
と
小
関
吉

浩
氏
を
迎
え
、「
天
誅
踊
に
つ

い
て
」
と
題
し
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
天
誅
組
の
伝
承
・
顕
彰

に
貢
献
し
て
い
た
だ
い
た
元

東
吉
野
村
教
育
長
の
阪
本
基

義
氏
に
会
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、
そ
の
後
岡
本
彰
夫
氏

と
、「
天
忠
組
へ
の
想
い
」
に

つ
い
て
対
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
を
訪
れ
た
参
加
者
は
、

熱
心
に
講
座
を
聴
き
天
誅
組

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

天
誅
組
大
和
義
挙
１
６
０
年
記
念
事
業
（
維
新
発
祥
の
地
・

五
條
～
天
誅
組
終
焉
の
地
・
東
吉
野
）
第
２
回
講
演
会

天
忠
組
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
大
和　

第
３
弾

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト　

東
吉
野
で
ポ
タ
リ
ン
グ

天
誅
組
志
士
慰
霊
大
法
要

広 報 ひ がしよし の 令和５年12月１日
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ひよしのさとマルシェで昼食

サイクリングの様子

チェックポイント到着

出発前

法要の様子

　

10
月
29
日
、
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
「
東
吉
野
で
ポ
タ
リ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
28
名
の
方
が
参
加
し
、
参
加
者
は
、
村
内
各
地
に
設
置
さ
れ
た
全
て
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
通
過
を
目
指
し
、
景
色
を
楽
し
み
な
が
ら
自
然
の
中
を
自
転

車
で
走
り
ま
し
た
。
ゴ
ー
ル
時
に
は
、
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
数
に
応
じ
て
景

品
を
手
渡
し
、
村
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
、
大
字
小
川
の
宝
泉
寺
で
、
村
天
誅
組
顕
彰
会
主
催
の

天
誅
組
志
士
慰
霊
大
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
法
要
は
、毎
年
、天
誅
組
顕
彰
会
が
実
施
し
て
お
り
、本
年
は
、

天
誅
組
大
和
挙
兵
か
ら
１
６
０
年
の
記
念
の
年
に
あ
た
る
た
め
、
刈
谷
市
を
は
じ
め

天
誅
組
三
総
裁
ゆ
か
り
の
各
市
町
関
係
者
に
も
お
声
が
け
し
、
51
名
が
出
席
し
て
盛

大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

法
要
で
は
、
村

天
誅
組
顕
彰
会
長

の
桝
本
君
孝
氏
の

祭
主
祭
文
の
あ
と
、

水
本
実
村
長
が
追

悼
の
こ
と
ば
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
６
０
年
前
の

出
来
事
に
思
い
を

馳
せ
、
安
ら
か
に

眠
ら
れ
ま
す
こ
と

を
祈
る
と
と
も
に
、

そ
の
熱
い
思
い
が

永
遠
に
継
承
さ
れ

る
こ
と
を
念
じ
、

し
め
や
か
に
閉
会

し
ま
し
た
。

サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト　

東
吉
野
で
ポ
タ
リ
ン
グ

天
誅
組
志
士
慰
霊
大
法
要

広 報 ひ がしよし の令和５年12月１日
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ウォーキングの様子

ライトアップの様子

３B体操の様子

コンサートとフードブースの様子

抽選会の様子

　

11
月
３
日
、
東
吉
野
清
流
ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
し
、
72
名
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。　

　

参
加
者
は
、
ふ
る
さ
と
村
か
ら
役
場
ま
で
の
道
の
り
を
「
の
ん
び
り
コ
ー
ス
」
４

㎞
、「
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス
」
６
㎞
、「
と
ら
い
コ
ー
ス
」
10
㎞
の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、

快
晴
の
中
、
秋
の

自
然
を
感
じ
な
が

ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
ま
れ
ま
し

た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
の

役
場
で
は
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
最
後

ま
で
楽
し
め
る
イ

ベ
ン
ト
と
な
り
ま

し
た
。

　

11
月
６
日
か
ら
12
日
ま
で
の
７
日
間
、
東
の
滝
、
夢
淵
、
丹
生
川
上
神
社
周
辺
で

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

11
日
（
土
）、
12
日
（
日
）
に
は
フ
ー
ド
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
丹
生
川
上
神
社
主
催
に
よ
る
「
月
涛
賀
ゆ
う　

龍
神
画
展
」、「
み
つ
ゆ

き
ハ
ー
ブ
会　

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
奉
納
演
奏
」、「
広
陵
金
明
太
鼓　

ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
コ
ン
サ
ー

ト
」、「
伊
賀
人
（
い

が
び
と
）
奉
納
演
奏
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

目
玉
と
な
る
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
で
は
、
滝

と
川
の
水
面
が
照
ら

さ
れ
る
と
幻
想
的
な

空
間
と
な
り
、
来
場

者
を
魅
了
し
て
い
ま

し
た
。

東
吉
野
清
流
ウ
ォ
ー
ク

こ
ど
も
園　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
訪
問

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業

第
22
回
「
コ
ス
モ
の
森
」
森
林
保
全
活
動

東
の
滝
・
夢
淵
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
開
催
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ピザ作り体験の様子

参加したコスモ石油（株）堺製油所の皆さんとその家族

ハロウィンの様子

　

11
月
７
日
、
東
吉
野
こ
ど
も
園
の
園
児
達
が
、
園
外
保
育
で
役
場
を
訪
れ
、
少
し

遅
め
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
長
、
副
村
長
、
教
育
長
、
各
課
長
ら
か

ら
お
菓
子
を
も
ら
う
た
め
に
、「
ト
リ
ッ
ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
」
と
合
言
葉
を
唱
え
、

一
人
ひ
と
り
お
菓
子
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
は
年
齢
を
問
わ
ず
、
仮
装
し
た
子
ど
も
と
大
人
が
一
緒
に
な
っ
て

楽
し
め
る
、
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業
の
一
環
と
し
て
、
平
成
22
年
度
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
る
森
林
整
備
体
験
や
森
林
保
全
学
習
を
行
う
「
コ
ス
モ
の
森
」
が
11
月
11
日
大

字
小
の
山
林
等
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
先
に
締
結
し
た
東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業
「
コ
ス
モ
の
森

づ
く
り
」
の
協
定
に
基
づ
き
、
コ
ス
モ
石
油
（
株
）
堺
製
油
所
社
員
及
び
グ
ル
ー
プ
会

社
社
員
と
そ
の
家
族
が
森
林
整
備
（
下
刈
り
、
つ
る
刈
り
、
除
伐
等
）
に
よ
り
健
全

な
森
林
育
成
を
実
施
し
、
社
員
の
み
な
ら
ず
堺
市
民
そ
の
他
一
般
の
方
々
の
森
林
保

全
学
習
や
自
然
生
態
系
に
関
す
る
体
験
学
習
な
ど
に
利
用
で
き
る
エ
コ
ツ
ア
ー
区
域

を
作
り
あ
げ
る
も
の
で
、
年
２
回
（
春
・
秋
）
実
施
し
、
今
回
22
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
、
吉
野
中
央
森
林
組
合
の
方
よ

り
作
業
の
説
明
が
あ
り
、
45
名
の
参
加

者
が
各
班
に
分
か
れ
、
地
元
協
力
者
の

保
有
す
る
山
林
で
間
伐
作
業
や
、
ふ
る

さ
と
村
で
薪
を
使
っ
た
ピ
ザ
作
り
の
体

験
を
し
ま
し

た
。

こ
ど
も
園　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
訪
問

東
吉
野
村
美み

緑り
ょ
く

の
森
づ
く
り
事
業

第
22
回
「
コ
ス
モ
の
森
」
森
林
保
全
活
動
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藍綬褒章を受章された松久保久永氏

競りの様子

横谷氏挨拶

　

11
月
９
日
、
桜
井
市
の
西
垣
林
業
株
式
会
社
原
木

市
場
に
お
い
て
「
秋
季
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
西
垣
林
業
株
式
会
社
上
席
執
行
役
員
の
横

谷
氏
よ
り
挨
拶
が
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
材
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
木
材
価
格
は
デ
フ
レ
が
続
く
厳
し

い
状
況
で
は
あ
る
が
、
自
然
災
害
に
強
い
山
作
り
と
、

安
定
し
た
原
木
の
供
給
を
目
指
す
と
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

挨
拶
後
は
競
り
が
行
わ
れ
、
様
々
な
買
い
手
の
方

が
集
ま
り
、
多
く
の
材
が
売
れ
、
活
気
あ
る
東
吉
野

材
ま
つ
り
市
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

秋
季
東
吉
野
材
ま
つ
り
市
開
催

　

11
月
11
日
、
奈
良
市
の
な
ら
１
０
０
年
会
館
で
行

わ
れ
た
、
奈
良
介
護
の
日
実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る

「
な
ら
介
護
の
日
２
０
２
３
」
に
お
い
て
、
特
定
非
営

利
活
動
法
人 

東
吉
野
村
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
奈
良

県
か
ら
「
奈
良
介
護
大
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
吉
野
村
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
は
、
住
み
慣
れ
た

家
や
地
域
で
暮
ら
し
て
い
け
る
視
点
を
大
事
に
し
、

村
で
最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
せ
る
よ
う
、
空
き

家
７
軒
を
利
用
し
た
多
機
能
ホ
ー
ム
を
活
用
し
、
医

療
や
介
護
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
の
方
々
が
一
体

と
し
て
生
活
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、

安
心
し
て
老
い
る
こ
と
の
で
き
る
村
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
機
能
ホ
ー
ム
の
一
つ
で
あ
る
あ
い
の
家

で
は
、
子
供
た
ち
の
遊
び
場
な
ど
を
設
置
し
、
世
代

を
超
え
た
交
流
の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。

奈
良
介
護
大
賞
を
受
賞

　

秋
の
褒
章
が
11
月
３
日
付
で
発
令
さ
れ
、
本
村
消

防
団
団
長
松
久
保
久
永
氏
が
、
公
衆
の
利
益
を
興
し

成
績
著
明
な
る
者
又
は
公
同
の
事
務
に
尽
力
し
た
者

に
贈
ら
れ
る
藍
綬
褒
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

松
久
保
久
永
団
長
は
、
平
成
３
年
１
月
本
村
消
防

団
に
入
団
さ
れ
、
現
在
団
長
と
し
て
32
年
余
の
永
き

に
わ
た
り
、
献
身
的
に
住
民
の
生
命
財
産
保
護
の
た

め
ご
活
躍
さ
れ
、
消
防
施
設
の
充
実
と
防
災
体
制
の

強
化
・
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
火
災
予
防
思
想
の
普

及
等
に
尽
力
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
、
こ
れ
ら
消
防
団
団
長
と
し
て
永

年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

松
久
保
氏
の
今
日
ま
で
の
ご
労
苦
に
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ

ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

秋
の
褒
章

　
　

松
久
保
久
永
氏
に
藍
綬
褒
章

広 報 ひ がしよし の 令和５年12月１日
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健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

1212
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。
相

談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
　
き

　
12
月
16
日
（
土
）

　

10
時
～
16
時

　
（
12
時
～
13
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ
　
役
場
１
階
会
議
室

申
込
み

　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
予
約
制

で
す
の
で
、
12
月
14
日
（
木
）
ま
で

に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と
　
き

　

12
月
20
日
（
水
）　

10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

役
場
３
階
大
会
議
室

対
　
象

　
就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊

婦内
　
容

　

体
重
測
定
・
育
児
相
談
・
保
護
者

同
士
の
交
流

持
ち
物
　
マ
ス
ク
、
飲
み
も
の

申
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
12
月
18
日

（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用

助
成
金
の
お
知
ら
せ

　

助
成
の
対
象
と
な
る
接
種
期
間
は
、

12
月
31
日
（
日
）
ま
で
で
す
。

　

接
種
期
間
は
医
療
機
関
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
は
事
前
に
医
療
機
関
に
ご
確

認
の
上
、
予
防
接
種
を
お
受
け
く
だ

さ
い
。

【
高
齢
者
等
】

対
　
象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
予

防
接
種
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

①
65
歳
以
上
の
方

② 

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・

腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ

ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
の
機
能
に
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

助
成
対
象
接
種
期
間

　

令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）～

　

令
和
５
年
12
月
31
日
（
日
）

費
　
用

　

自
己
負
担
２
，
０
０
０
円
（
生
活
保

護
受
給
の
方
は
全
額
助
成
）

方
　
法

⑴
村
内
医
療
機
関
の
場
合

　

当
日
医
療
機
関
で
２
，
０
０
０
円

を
支
払
い
、
予
防
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

⑵
村
外
医
療
機
関
の
場
合

　
　（
償
還
払
い
）

① 

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
木
）

ま
で
）。

② 

接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必

要
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③ 

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④ 

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の

写
し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

⑤ 

接
種
費
用
か
ら
自
己
負
担
金
を
除

い
た
金
額
を
助
成
し
ま
す
（
た
だ
し

上
限
は
３
，
６
６
０
円
）。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）

【
子
ど
も
】

対
　
象

　

東
吉
野
村
に
住
民
票
が
あ
り
、
平

成
17
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

方
で
接
種
当
日
の
時
点
で
生
後
６
か

月
に
達
し
て
い
る
方

※ 

13
歳
未
満
は
２
回
、
13
歳
以
上
は

１
回
接
種

助
成
対
象
接
種
期
間

　

令
和
５
年
10
月
１
日
（
日
）～

　

令
和
５
年
12
月
31
日
（
日
）

助
成
額　

接
種
費
用
の
全
額

助
成
方
法　

償
還
払
い

① 

接
種
前
に
住
民
福
祉
課
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
12
月
28
日
（
木
）

ま
で
）。

② 
接
種
当
日
、
役
場
が
発
行
し
た
必

要
書
類
を
持
参
し
、
予
防
接
種
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

③ 

か
か
っ
た
費
用
を
一
旦
、
全
額
医

療
機
関
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

④ 

予
防
接
種
の
領
収
書
と
予
診
票
の

写
し
を
添
え
て
、
申
請
書
を
住
民

福
祉
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

助
成
金
申
請
〆
切

　

令
和
６
年
２
月
29
日
（
木
）

南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（
令
和

５
年
秋
開
始
接
種
）
に
つ
い
て

　

村
の
集
団
接
種
は
10
月
で
終
了
し

ま
し
た
が
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
で
は
引
き
続
き
左
記
日
程
で
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
実
施
し
ま
す
。
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
身
で
ご

予
約
く
だ
さ
い
。
な
お
、
接
種
に
あ

た
っ
て
は
接
種
券
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
予
約
前
に
住
民
福
祉
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
南
奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
予
約

先
】

予
約
専
用
電
話
番
号
：
0
７
４
７–

５
４–

５
０
８
３

（
毎
週　

月
・
水
・
金
曜
日　

10
時
～

14
時
）

　

予
約
は
ひ
と
月
前
の
同
日
か
ら
と

な
り
ま
す
。

【金曜日】
17時30分～ 20時30分
※�生後6か月～ 11歳以下は
金曜日のみ接種可

【土曜日】
9時30分～ 12時00分
13時00分～ 15時30分

１２月 １日 １２月２３日
１２月２２日
１月 ５日

広 報 ひ がしよし の令和５年12月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

目の健康相談
１２月１２日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

整形外科に関する
健康相談

１２月１９日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切１２月１８日（月）

奈良県医師会
　整形外科部会

内科疾患に関する
健康相談

１２月２０日（水）
午後１時３０分～２時３０分

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

※�新型コロナウイルス感染症の影響により中止になる場合がございますので、必ず事前にお問い合わせください。
場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和5年12月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

　

肝
臓
は
沈
黙
の
臓
器
と
言
わ
れ

て
、肝
炎
な
ど
の
慢
性
の
病
気
に
な
っ

て
い
て
も
自
覚
症
状
が
乏
し
い
た
め
、

病
気
が
進
行
し
て
か
ら
診
断
さ
れ
る

こ
と
が
多
く
、
早
期
発
見
、
早
期
治

療
が
難
し
い
臓
器
で
す
。

　

肝
臓
の
病
気
の
原
因
に
は
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
、脂
肪
肝
、薬
物
、ア
ル
コ
ー

ル
、
自
己
免
疫
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
は
、
Ｃ
型
肝
炎
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

　

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｃ
Ｖ
）
は

１
９
８
８
年
に
発
見
さ
れ
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ

感
染
者
の
血
液
や
体
液
を
介
し
て
感

染
し
、
主
な
感
染
経
路
は
輸
血
、
汚

染
さ
れ
た
注
射
器
の
使
用
、
刺
青
な

ど
で
、
感
染
率
は
低
い
で
す
が
母
子

感
染
、
性
行
為
感
染
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
Ｈ
Ｃ
Ｖ
感
染
血
液
に
直
接
触

れ
な
け
れ
ば
、
一
般
の
日
常
生
活
で

感
染
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
す
る
と
、
約
20
～

30
％
の
人
は
ウ
イ
ル
ス
を
体
内
よ
り

排
除
で
き
ま
す
が
、
残
り
の
約
70
％

は
持
続
感
染
者
と
な
り
、
慢
性
肝
炎
、

肝
硬
変
、
さ
ら
に
肝
臓
が
ん
に
進
行

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
国

の
Ｈ
Ｃ
Ｖ
持
続
感
染
者
は
、
約
90
万

人
と
推
定
さ
れ
、
肝
炎
発
症
患
者
さ

ん
は
約
30
万
人
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ
に
感
染
し
て
い
て

も
、
気
が
付
い
て
い
な
い
方
も
お
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
国
は
全
て
の
国

民
に
少
な
く
と
も
１
回
は
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｃ
Ｖ
感
染
は
採
血
で
、
Ｈ
Ｃ
Ｖ

抗
体
検
査
を
行
い
ま
す
。
陽
性
な
ら

精
密
検
査
で
、
血
液
中
に
Ｈ
Ｃ
Ｖ

遺
伝
子
が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認

し
、確
定
診
断
し
ま
す
。
奈
良
県
で
は
、

40
歳
以
上
の
方
に
Ｂ
型
と
Ｃ
型
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
検
査
が
市
町
村
の
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
で
受
け
ら
れ
、
保
健
所

で
は
、
無
料
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型
肝
炎
検

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
Ｃ
型
慢
性
肝
炎
・
肝
硬
変

治
療
は
、
新
薬
が
開
発
さ
れ
、
治
療

効
果
が
劇
的
に
改
善
さ
れ
、
95
％
以

上
の
患
者
さ
ん
に
Ｈ
Ｃ
Ｖ
の
排
除
が

可
能
と
な
り
、
Ｃ
型
肝
炎
は
治
る
時

代
を
迎
え
ま
し
た
。

　

奈
良
県
は
肝
炎
検
診
の
受
診
率
が

全
国
で
か
な
り
低
い
方
で
す
。
一
度

も
肝
炎
検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
や
、

肝
炎
検
査
の
結
果
が
わ
か
ら
な
い
方

は
、
地
域
の
市
町
村
、
保
健
所
に
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
肝
炎
検
診
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

奈
良
県
医
師
会

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

広 報 ひ がしよし の 令和５年12月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
いきいき美容教室を開催しました

　化粧の力で介護予防。健康寿命をのばし
て、いつまでも、元気に、楽しく、美しく！
１１月７日に住民ホールにて、資生堂ジャ
パンの講師によるいきいき美容教室を開
催しました。
　１１名の方が参加され、化粧をする事
によって得られる３つの効果や、ストレッ
チを中心とした準備体操、資生堂の化粧品
を使用してのメイクアップを行いました。
　「楽しく参加できました。」「最近は口紅
をつけていなかったので、とても楽しかっ
た。」「唾液腺を意識したマッサージも良かったです。」等の感想をいただきました。
　最後に村長より「来年も開催したいと思いますので、より多くの方にご参加いただきたい。」と
のお言葉がありました。

☆出前介護相談のご案内
○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい　○介護制度に関すること　等々
（秘密は厳守いたします）
　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。
　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。
　　

☆障がい者介護相談のご案内
　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事等々の相談をお
受けするため、東吉野村役場にて専門相談員による窓口を開設しています。
例えば、
　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』
　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』
　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．
　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。
　　日　時　１２月２０日（水）１４時～１７時　　場　所　役場１階会議室
　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。
※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前に上記連絡先に
お知らせしていただければ訪問させていただきます。
※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。
　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたします。
　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１８時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の令和５年12月１日
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　今年も残すところあと１か月となり、寒さも一段と厳しさを増してきました。１２月は「師走」とも
呼ばれる何かと慌ただしい時期です。忙しさの中で、つい食生活が乱れがちになる方も多いのではない
でしょうか？寒さに負けず、体調管理に気を付けて健康に１年を締めくくりましょう。

栄
えい

養
よう

バランスを考
かんが

えた食
しょく

事
じ

で
寒
さむ

さに負
ま

けない体
からだ

をつくろう !

　丈夫な体をつくるためには好ききらいなくいろいろな食べ物を食べることが大切です。とくに寒くな
るこれからの時期は、体の抵抗力を高めるビタミン、体をつくるもとになるたんぱく質を十分にとり、
そして効率よく体を温めてくれる脂質も上手に活用しましょう。

　冬至は、１年で最も太陽の出ている時間が短くなる日で、この日を境に少しずつ
日が長くなっていくことから、「一陽来復」（冬が終わり、春になること）とも呼ば
れます。昔の人は、太陽の力が弱まると人間の運気も衰えると考えていたことから、
冬至の日に、かぼちゃやあずきを食べて力をつけ、ゆず湯で身を清めて、幸運を呼
び込み、無病息災を願う風習が生まれました。

今年の冬至は
12月22日です。

※少
すく

ない量
りょう

で効
こう

率
りつ

よく体
からだ

を温
あたた

めてくれます。

　ただしとりすぎには注
ちゅう

意
い

しましょう。

野
や

菜
さい

や果
くだ

物
もの

でかぜに
負
ま

けない抵
てい

抗
こう

力
りょく

を
つけよう !

（ビタミン A、C）

おかずをしっかりおかずをしっかり食食
たた

べてべて体体
たいたい

力力
りょくりょく

をを
つけよう ! （たんぱくつけよう ! （たんぱく質質

しつしつ

））
ぽかぽか、ぽかぽか、体体

からだからだ

をを温温
あたたあたた

めよう !（めよう !（脂脂
しし

質質
しつしつ

））

広 報 ひ がしよし の 令和５年12月１日
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Instragram

新
人
協
力
隊
員
は
こ
ん
な
人松尾

優
志

　

東
吉
野
の
皆

様
は
じ
め
ま
し

て
。
十
一
月
一

日
よ
り
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
松
尾
優

志
（
ま
つ
お�

ゆ
う
じ
）
と
申
し
ま

す
。
奈
良
県
出
身
の
石
を
磨
く
の

が
好
き
な
人
で
す
。

　

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私

の
活
動
が
地
域
の
活
性
に
つ
な
が

る
よ
う
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

今
回
は
、私
の
出
来
る
事（
技
術
）

な
ど�

と
、
十
一
月
三
日
～
五�

日
に

開
催
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ

に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い

ま
す
。　

　

簡
単
な
経
歴
と
私
が
出
来
る
三

つ
の
事
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

私
は
、
山
梨
県
の
宝
飾
品
制
作�

金
属
加
工
・
宝
石
研
磨
・
デ
ザ
イ

ン
な
ど
を
学
ぶ
専
門
学
校
を
卒
業

後
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
用
い
た
宝
飾

品
な
ど
の
原
型
製
作
の
仕
事
に
長

年
携
わ
っ
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
提
示
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
画
を
見

て
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
指
輪
・

ネ
ッ
ク
レ
ス
な
ど
の
貴
金
属
部
分

を
製
作
す
る
仕
事
で
す
。
こ
れ
が

一
つ
目
で
す
。

　

そ
ん
な
仕
事
を
し
な
が
ら
も
石

の
研
磨
が
好
き
な
私
は
、
同
県
内

の
宝
石
研
磨
師
に
師
事
し
な
が
ら

自
身
で
研
磨
の
機
材
を
揃
え
宝
石

の
研
磨
を
し
て
お
り
ま
し
た
。
残

念
な
が
ら
師
匠
は
亡
く
な
り
ま
し

た
が
、
細
部
へ
の
丁
寧
な
仕
事
を

大
切
に
さ
れ
て
い
た
方
で
し
た
。�

　　

現
在
は
研
磨
を
し
た
石
で
作
品

を
作
っ
た
り
、
時
々
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
プ

レ
ゼ
ン
ト
企
画
を
し
た
り
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
が
二
つ
目
。

　

三
つ
目
は
、
自
分
の
作
品
に
活

か
せ
る
技
術
と
し
て
現
在
も
習
得

中
の
金
継
ぎ
と
螺
鈿
で
す
。
こ
れ

を
東
吉
野
の
木
材
を
使
っ
た
装
飾

品
の
制
作
な
ど
に
応
用
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
で
の
活
動
は
こ
れ
ら
を
用
い
た

ジ
ュ
エ
リ
ー
・
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の

制
作
を
中
心
に
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
。
と
は
い
え
、
と
て
も
特
殊

で
分
か
り
に
く
い
業
種
だ
と
思
い

ま
す
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
は

是
非
聞
い
て
く
だ
さ
い
！

　

こ
こ
か
ら
は
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ

エ
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

11
月
３
日
か
ら
５
日
に
、
初
開

催
さ
れ
た
は
じ
ま
り
の
東
吉
野

オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
に
私
も
お
手

伝
い
と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
芸
術
家
や
写

真
家
、
陶
芸
作
家
、
家
具
製
作
者

ら
約
30
組
が
参
加
し
、
村
内
の

18
ヵ
所
の
工
房
や
店
舗
で
作
品
を

展
示
し
ま
し
た
。
作
家
の
皆
さ

ん
は
ど
の
様
に
作
品
の
魅
力
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
来
場
さ
れ
た
方
々
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
か
を
模
索

し
な
が
ら
準
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
来
場
さ
れ
た
皆
さ
ん

が
真
剣
に
作
品
を
鑑
賞
さ
れ
、
笑

顔
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、

と
て
も
楽
し
ま
れ
て
い
る
様
子
で

し
た
。

　

こ
ん
な
風
に
作
者
や
作
品
が
作

り
上
げ
ら
れ
る
現
場
に
触
れ
て
い

た
だ
く
事
で
、
よ
り
作
品
へ
の
理

解
が
深
ま
り
、
作
り
手
も
ま
た
新

し
い
発
見
が
得
ら
れ
る
と
て
も
良

い
企
画
だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

来
年
は
私
も
参
加
で
き
る
様
に
制

作
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
お
こ
し

地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
日
々

協
力
隊
の
日
々
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13



本日の掛け軸『主人公』

紅葉を楽しむ会
　１１月１０日（金）に、大豆生のふるさと村にあるほたるの館で紅葉を楽しむ会を開催しました。
　紅葉を楽しむ会では、着物を着てお茶会を体験していただきました。
　参加者は１４名で着物を自分で着られない方は着付けをさせていただきました。
　当日はあいにくの雨で、着物で紅葉狩りや外で写真を撮ることができなかったのが、非常に残念でし
た。しかし、お茶会では盛口宗彰茶道教室をしている盛口彰子さんに来ていただいて、本格的なお茶会
の雰囲気を体験していただき、抹茶や和菓子をよばれて、楽しいひと時を過ごしました。

　和服姿は女性男性どちらも色気が増して、とても素敵な顔の表情をされていました。
　また来年、桜の咲く時期にお会いしましょう。
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